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昨
年
の
暮

れ
、
派
遣
先

か
ら
契
約
を

解
除
さ
れ
た

元
派
遣
社
員

を
支
援
す
る

た
め
の
年
越
し
派
遣
村
が
東
京

の
日
比
谷
公
園
に
設
置
さ
れ

た
。
大
企
業
の
派
遣
切
り
に
よ

り
職
を
失
っ
た
労
働
者
が
あ
ふ

れ
、
生
活
困
窮
者
が
続
出
し
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
難
民
、
マ
ッ
ク

難
民
、
派
遣
切
り
難
民
を
地
方

の
駅
の
構
内
で
も
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
2
0
0
4
年
小
泉
構
造
改
革

に
よ
る
経
済
財
政
諮
問
会
議
・

規
制
改
革
会
議
等
の
政
策
提
言

に
よ
り
労
働
者
派
遣
法
の
規
制

緩
和
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
製
造
業
に
も
労

働
者
派
遣
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
派
遣
労
働
者
は
雇
用

が
不
安
定
な
上
、
低
待
遇
で
あ

り
退
職
金
も
な
い
。
企
業
に

と
っ
て
は
非
常
に
便
利
な
労
働

力
で
あ
る
。
昨
年
か
ら
ア
メ
リ

カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
端

を
発
し
た
金
融
危
機
に
よ
る
大

不
況
で
、
ト
ヨ
タ
、
キ
ヤ
ノ
ン

等
の
大
手
製
造
業
が
製
品
が
売

れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
簡
単

に
正
規
労
働
者
以
外
の
労
働
者

の
首
切
り
を
行
っ
た
。
余
っ
た

部
品
を
廃
棄
す
る
よ
う
に
派
遣

切
り
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

　
キ
ヤ
ノ
ン
大
工
場
が
あ
る
大

分
で
も
多
く
の
派
遣
切
り
困
窮

者
が
生
ま
れ
、「
あ
き
ら
め
る

な
派
遣
切
り
な
ん
で
も
相
談

会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
派
遣
切
り
・
リ
ス
ト
ラ
・
解

雇
な
ど
に
よ
り
生
活
困
難
や
健

康
不
安
な
ど
を
抱
え
て
い
る

方
々
を
対
象
に
、
弁
護
士
・
医

師
・
歯
科
医
師
等
々
の
団
体
が

生
活
相
談
会
を
実
施
し
た
。
当

日
は
　
団
体
　
人
の
ボ
ラ
ン
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テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
生
活
困
窮

者
に
昼
食
の
炊
き
出
し
、
布

団
、
古
着
、
石
鹸
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
、
歯
ブ
ラ
シ
等
々

の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。
労

働
・
生
活
・
医
療
相
談
者
　
人
37

の
う
ち
、
早
急
に
入
院
が
必
要

な
方
が
3
人
い
た
が
無
保
険
の

た
め
病
院
に
も
か
か
れ
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。

　
会
場
の
公
園
を
オ
ー
プ
ン
相

談
会
と
し
た
た
め
、
会
場
へ
入

る
こ
と
を
躊
躇
し
後
日
電
話
で

相
談
し
て
き
た
方
も
い
た
。
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配
慮
の
必
要

性
を
感
じ
た
。

　
就
労
意
欲
が
あ
っ
て
も
就
労

で
き
な
い
場
合
は
当
分
の
間
、

憲
法
　
条
で
う
た
わ
れ
た
社
会
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保
障
で
あ
る
生
活
保
護
の
助
成

を
受
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
健
康
保
険
は
派
遣
切
り
を

行
っ
た
企
業
の
責
任
に
よ
り
、

次
の
就
職
が
決
定
す
る
ま
で
の

措
置
を
講
じ
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
ま
た
生
活
困
窮
の
問
題
は
派

遣
切
り
労
働
者
だ
け
で
な
く
、

障
害
者
に
と
っ
て
も
深
刻
で
あ

る
。
健
常
者
で
さ
え
仕
事
が
な

い
中
、
障
害
者
が
働
く
通
所
授

産
施
設
や
共
同
作
業
所
に
お
い

て
も
収
入
が
減
り
、
給
与
を
下

げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
生
じ

て
い
る
。
障
害
者
自
立
支
援
法

の
下
、
働
く
た
め
に
、
施
設
に

お
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
障
害
者
自
立
支
援
法
を

撤
廃
し
な
い
限
り
、
障
害
者
は

救
わ
れ
な
い
。

　
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
国
政
の

ミ
ス
で
あ
り
、
抜
本
的
見
直
し

と
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ

る
。
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生
活
困
窮
者
へ
の
わ
れ
わ
れ

の
取
り
組
み

（ ）２

　
義
歯
や
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
歯

科
技
工
物
の
海
外
で
の
生
産

が
か
な
り
の
数
に
上
っ
て
い

る
中
、
海
外
歯
科
技
工
の
禁

止
を
求
め
る
控
訴
審
の
第
4

回
弁
論
が
東
京
高
裁
（
山
崎

恒
裁
判
長
）
で
5
月
　
日
に
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開
か
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

そ
れ
に
先
立
つ「
進
行
協
議
」

裁
判
長
が
原
告
・
被
告
双
方

に
進
行
協
議
を
提
案
。
安
全

安
心
な
歯
科
医
療
を
担
保
す

る
た
め
に
、「
何
ら
か
の
形
で

前
進
さ
せ
ら
れ
な
い
か
」
と

の
強
い
意
欲
を
見
せ
た
。
原

告
側
は
裁
判
所
に「
和
解
案
」

を
提
出
し
国
側
が
検
討
し
た

が
、川
上
弁
護
士
に
よ
る
と
、

国
は
否
定
的
で
「
な
ぜ
和
解

に
応
じ
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
と
頑
な
な
対
応
を
し
て

い
る
と
い
う
。

　
訴
訟
は
、
脇
本
征
男
原
告

団
代
表
を
は
じ
め
　
人
の
歯

79

科
技
工
士
が
、
歯
科
医
療
の

安
全
性
の
担
保
と
、
歯
科
技

工
士
の
地
位
保
全
な
ど
を
目

的
に
、
海
外
歯
科
技
工
の
禁

止
を
求
め
国
家
賠
償
の
形
で

起
こ
し
た
。
脇
本
歯
科
技
工

士
に
よ
る
と
、
原
告
団
は
日

本
歯
科
技
工
士
会
や
日
本
歯

科
医
師
会
な
ど
歯
科
の
業
界

団
体
へ
の
要
請
を
強
め
る
と

と
も
に
、
患
者
の
視
点
か
ら

消
費
者
団
体
や
国
会
議
員
へ

の
要
請
・
働
き
掛
け
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
る
。

　
厚
生
労
働
省
は
4
月
、「
歯

の
結
果
、
国
側
が
問
題
解
決

に
向
け
再
度
検
討
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
6
月
　
日
に
再
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び
進
行
協
議
を
行
い
、
今
後

の
日
程
が
決
ま
る
見
込
み

だ
。
　
原
告
の
代
理
人
、
川
上
詩

朗
弁
護
士
に
よ
る
と
、
4
月

　
日
の
第
3
回
弁
論
後
に
、
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報告集会で挨拶する脇本征男原告
団代表（写真右・５月１８日）

国側、和解案に頑なな対応 
予定の弁論開かれず

　
保
団
連
が
参
加
す
る
「
共

済
の
今
日
と
未
来
を
考
え
る

懇
話
会
」（
全
国
懇
話
会
）
は

5
月
　
日
、「
保
険
業
法
の
適

21

用
除
外
を
求
め
る
5
・
　
国
21

会
内
集
会
」
を
開
催
し
た
。

集
会
に
は
各
地
の
懇
話
会
・

た
。
　
集
会
で
は
、自
主
共
済
規

制
問
題
を
め
ぐ
る
情
勢
や
今

後
の
運
動
上
の
課
題
と
展
望

な
ど
を
ふ
ま
え
た
基
調
報
告

の
後
、
自
主
共
済
加
入
者
か

ら
の
訴
え
と
、
各
党
国
会
議

員
か
ら
の
激
励
と
挨
拶
が
行

わ
れ
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

へ
の
対
応
に
休
業

保
障
は
不
可
欠

　
医
師
・
歯
科
医
師
の
立
場

か
ら
、
加
入
者
と
し
て
3
人

が
発
言
し
、
い
ず
れ
も
休
業

保
障
を
は
じ
め
と
す
る
自
主

共
済
の
一
刻
も
早
い
救
済
を

訴
え
た
。

　
山
上
副
会
長
は
、
公
衆
衛

生
に
携
わ
っ
て
い
る
経
験
に

即
し
て
、「
行
政
の
要
請
に
応

じ
て
開
業
医
が
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
疑
い
の
あ
る
患

者
さ
ん
を
直
接
診
療
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
自
ら
罹
患
す

る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
場

合
の
公
的
補
償
が
必
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
現
在
、
自
主

共
済
と
し
て
運
営
し
て
い
る

休
業
保
障
制
度
が
あ
れ
ば
安

心
し
て
診
療
に
従
事
で
き

る
。
そ
れ
な
の
に
新
保
険
業

法
の
規
制
で
、
加
入
希
望
者

に
応
じ
ら
れ
て
い
な
い
」
と

報
告
し
た
。

　
ま
た
、
竹
崎
副
会
長
は
、

「
秋
口
か
ら
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
流
行
に
備
え
、
今
か

ら
医
療
機
関
の
体
制
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
医
師
や

看
護
師
な
ど
医
療
従
事
者
が

罹
患
し
た
場
合
の
補
償
は
ど

う
す
る
の
か
。
現
時
点
で
政

府
が
保
障
し
な
い
部
分
を
補

完
し
て
き
た
の
が
休
業
保
障

制
度
だ
」
と
指
摘
し
た
。

　
さ
ら
に
「
地
域
医
療
の
崩

壊
」
と
い
わ
れ
る
中
、
患
者

さ
ん
の
命
と
健
康
を
守
ろ
う

と
過
疎
地
で
開
業
し
よ
う
と

す
る
医
師
・
歯
科
医
師
が
い

る
こ
と
を
紹
介
し
た
森
理
事

は
、
規
制
で
新
規
加
入
が
受

け
付
け
ら
れ
な
い
た
め
に
、

こ
う
し
た
医
師
ら
が
新
規
開

業
を
断
念
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
自
主
共
済
を
救
済
す

る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
。

　
こ
の
ほ
か
登
山
者
や
自
営

商
工
業
者
、
知
的
障
害
者
の

家
族
ら
が
、
自
主
共
済
の
救

済
を
訴
え
た
。

各
党
国
会
議
員

か
ら
も
賛
同

　
集
会
に
は
　
人
の
与
野
党
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国
会
議
員
、秘
書
ら
が
参
加
。

7
人
の
国
会
議
員
が
挨
拶

し
、「
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
重
大
な
問
題
だ
」、「
適
用

除
外
は
当
然
」、「
長
年
に
わ

た
り
ま
じ
め
に
運
営
さ
れ
て

き
た
自
主
共
済
は
広
範
囲
に

あ
り
、
救
済
対
象
の
限
定
列

挙
で
は
不
十
分
」
な
ど
の
意

見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、

「
本
来
、
保
険
業
法
は
営
利

を
目
的
と
し
て
不
特
定
多
数

に
営
業
す
る
業
者
を
監
督
・

規
制
す
る
法
律
だ
。
自
主
共

済
は
、
非
営
利
で
会
員
同
士

の
助
け
合
い
そ
の
も
の
。
保

険
業
法
で
監
督
・
規
制
す
べ

き
対
象
で
は
な
い
」
と
の
指

摘
も
あ
っ
た
。

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

は
、
医
療
担
当
者
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
へ
の
公

　
保
団
連
が
運
営
す
る
休
保

制
度
（
約
4
万
6
千
人
が
加

入
）
は
、
開
業
保
険
医
が
休

業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合

に
保
障
を
行
う
も
の
で
、
感

染
症
罹
患
に
よ
る
休
業
も
対

象
と
な
る
。
し
か
し
、
保
険

業
法
「
改
正
」
に
よ
る
自
主

共
済
へ
の
規
制
で
、
現
在
新

規
加
入
の
受
け
付
け
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。

　
要
望
は
、
保
険
医
の
万
一

の
休
業
に
対
す
る
公
的
保
障

が
ほ
と
ん
ど
な
い
中
、
休
業

時
の
経
済
的
保
障
は
保
険
医

の
切
実
な
要
望
で
あ
り
、
保

険
医
が
安
心
し
て
第
一
線
医

療
に
従
事
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
、
公
衆
衛
生
の
徹

底
、
患
者
・
国
民
の
安
心
に

つ
な
が
る
と
し
て
い
る

休
保
再
開
を
緊
急
要
請

新
型
イ
ン
フ
ル 
流
行
で
厚
労
大
臣
へ

国会内集会で「自主共済の救済を」
と訴える森明彦保団連理事

科
補
綴
物
の
多
国
間
流
通
に

関
す
る
調
査
研
究
」
を
ま
と

め
、
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て

「
ほ
ぼ
問
題
は
な
い
」
と
の

認
識
を
示
し
て
い
る
。
し
か

し
、
歯
科
医
師
が
指
示
し
た

材
料
と
は
違
っ
た
こ
と
が

「
た
び
た
び
あ
る
」
が
　
・
15

自
主
共
済
は
会
員
の
助
け
合
い

適
用
除
外
を
求
め
る
5
・
　
国
会
内
集
会
開
催

21

的
補
償
が
未
整
備
の
も
と
、

保
険
医
休
業
保
障
制
度
（
休

保
制
度
）
の
加
入
受
け
付
け

再
開
の
要
望
を
、5
月
　
日
、

27

舛
添
要
一
厚
生
労
働
大
臣
に

申
し
入
れ
た
。

　
要
望
は
、
秋
口
以
降
の
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
に

備
え
、
対
策
に
従
事
す
る
開

業
保
険
医
自
身
が
二
次
感
染

に
よ
り
休
診
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
場
合
に
も
、
休
業

に
対
す
る
経
済
的
保
障
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
一
刻
も
早

く
休
保
制
度
を
保
険
業
法
の

適
用
除
外
と
す
る
こ
と
を
求

め
て
い
る
。

5
％
に
も
上
っ
た
ほ
か
、
患

者
へ
の
装
着
後
の
破
損
・
修

理
で
は
　
・
6
％
、
設
計
デ

34

ザ
イ
ン
の
不
良
で
は
　
・
8

30

％
が
「
た
び
た
び
あ
る
」
と

答
え
る
な
ど
、
海
外
技
工
物

の
品
質
や
安
全
性
へ
の
懸
念

は
む
し
ろ
深
ま
っ
て
い
る
。

準
備
会
と
、
国
会
議
員
・
秘

書
　
人
を
含
む
　
人
が
参

21

87

加
。
保
団
連
か
ら
は
、
住
江

憲
勇
会
長
、
竹
崎
三
立
、
山

上
紘
志
両
副
会
長
、森
明
彦
、

宮
澤
軌
昭
両
理
事
を
は
じ
め

協
会
関
係
者
が
多
数
参
加
し

海外委託技工問題訴訟




